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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、RNA結合タンパク質TETファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、多サブユニット転写開始因子TFIID複合体の明確なサブセットの構成要素として、RNAポリメラーゼII遺伝子の転写において役割を果たしています。この遺伝子に関わる転座は、急性白血病および骨外性粘液性軟骨肉腫において役割を果たしており、この遺伝子の変異は筋萎縮性側索硬化症において役割を果たす可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年5月]疾患：骨外性粘液性軟骨肉腫（EMC）の一種において、TAF15/TAF2Nに関わる染色体異常が認められます。 NR4A3との転座t(9;17)(q22;q11)。,機能:RNAおよびssDNA結合タンパク質で、異なるプロモーターでの転写開始時に特定の役割を果たす可能性があります。RNAポリメラーゼII (Pol II)とともに転写開始前複合体に入ることができます。,PTM:Arg-206はジメチル化されており、おそらく非対称ジメチルアルギニンになります。,PTM:DNA損傷時にリン酸化されますが、おそらくATMまたはATRによるものです。,類似性:RRM TETファミリーに属します。,類似性:RanBP2型ジンクフィンガーを1つ含みます。,類似性:RRM (RNA認識モチーフ)ドメインを1つ含みます。,サブユニット:TATA結合タンパク質 (TBP)およびその他のTBP関連因子 (TAF(II))とともに、RNAポリメラーゼII (Pol II)転写多タンパク質複合体に属します。 SF1に結合する。組織特異性：普遍的。胎児および成人のあらゆる組織で観察される。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	TAF15抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TAF15抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TAF II p68ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

